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平成２２年７月１日発行 

会員各位 

 
                        JCRA(Japan Catalyst Recovering Association) 

                           触 媒 資 源 化 協 会 

 
１．協会よりのお知らせ              

 [実施済事項]  
① 協会だよりー２１０（６月号）をメール＆郵便で送信（５／２９） 
② 2009年分触媒資源化実績報告書、2010年度会員名簿の発送 (６／１１) 

③ 協会OB会(スイジン会)開催 

日時：6月28日(月)17:30～19:30  

場所：新日鉱G・六本木クラブ 

出席：9名 

④ 触媒工業協会(会長 斉藤雄二郎氏)創立45周年祝賀会出席 

  日時：6月30日(水)18:00～19:30 

    場所：品川プリンスホテル 

  出席：大井会長、小林専務理事 

＜トピックス＞ 
• ２００９年分の触媒資源化実績報告書（2009年4月～2010年3月の実績）を6月上旬に発

行いたしました。 
• 第２０６回月例会（一泊研修会）は7月23日（金）～２４日（土）実施で、日鉱金属㈱HMC

工場・日鉱環境㈱(日立市)の見学です。参加者総数 4６名（一泊 2８名、日帰り 18 名）とな

っています。 
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 [予定事項]  

① 平成22年度第一回調査・技術委員会 

日時：7月7日(水)16:00～19：00 

場所：日興リカ㈱会議室 

議題：2010年度の編集方針、他 

② 平成２２年度第二回運営委員会 

日時：7月16日（金）15:30～17:00 

場所：堺化学工業㈱会議室 

議題：第２０６回月例会（一泊研修会）及び第２０７回月例会(見学会)の準備、 

   創立記念祝賀会の準備状況 

③ 第２０６回月例会(一泊研修会) 

  日時：7月23日(金)～24日(土) 

  場所：日鉱金属㈱ＨＭＣ工場・日鉱環境㈱(茨城県日立市) 

  宿泊：磯原シーサイドホテル 

  夏季研修：茨城パシフィックカントリー倶楽部 

 

２．経済産業省(METI)関係 （化学課よりのメール連絡） 
 ・６月 ２日 夏季の省エネルギー対策について 
・６月 ２日 ＡＰＥＣリーダーズウィークにおける出展について 
・６月２２日 独立行政法人製品評価技術基盤機構化学物質管理センター成果発表会 2010 のご案

内について 
３．協会会員の変更事項お知らせ  

①日鉱金属㈱殿・・・社名変更(平成２２年７月１日より) 
  日鉱金属殿が虎ノ門より大手町に引越し、社名を変更いたしました。 
  【新社名】ＪＸ日鉱日石金属株式会社       
  【新住所】〒100-8164 
    東京都千代田区大手町２－６－３ ℡03-5299-7164  FAX 03-5299-73423 
    協会担当者：新井智、小林義文(敬称略) 

②太陽鉱工㈱殿・・・担当者の交代      
前・中村清次郎 ⇒ 新・神谷康司(平成２２年７月１日付け)(敬称略) 

      神谷さんは中村さんが担当されていた、調査・技術委員会Ｍｏ－Ｖ－Ｗ部会長に引継ぎ

就任されます。 
４．協会ＯＢの集い 
  平成22年6月28日(月)、日鉱六本木クラブにて、約一年ぶりに協会ＯＢ会が開催されました。

清水進（第七代会長；田中貴金属工業㈱OB）、鶴岡武（第八代会長；アジア物性材料㈱会長）、西

川久雄（第三代運営委員長；触媒化成工業㈱OB）、川原晋(第四代運営委員長；日揮化学㈱OB)、松

澤襄(第四代調査委員長；石福金属興業㈱ＯＢ)、三浦良雄(第二代会計；中外鉱業㈱ＯＢ)、佐渡右幸

(第二代貴金属部会長；エヌ・イーケムキャット㈱OB)、安藤泰隆（第三代専務理事；触媒化成工業

㈱OB）、小林尚道(専務理事)；日本無機化学工業㈱OB)の９名出席で開催されました。OB最長老の

黒田英夫さん（第二代専務理事；㈱徳力本店ＯＢ）は８４歳になられますが、今回、遠地・夜間外

出に多少の不安があるため残念ながら欠席となりました（次回は昼間開催の計画予定）。第九代会

長市村光志さん(エヌ・イーケムキャット㈱OB)の時代に現役幹部役員とOBの懇親が行われていま

したが、ぜひ復活してほしいとの要望がありました。皆さん来る協会創立３５周年の記念祝賀会に

はぜひ出席し、また協会の更なる発展を願っていました。 
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５．新規会員の紹介 
    DOWAメタルマイン㈱殿の入会が７月１日付けで承認されましたので、簡単な紹介を致します。 

会員の皆様、よろしくお願いいたします。 

 
６． 事務局より(６月度の予定)（○は出勤日です） 

曜日 月 火 水 木 金 土

6/28 6/29 6/30 １ ２ ３

協会OB会 ○ CMAJ祝賀会 × ○ ×

５ ６ ７ ８ ９ １０

× ○ 調査・技術委 × ○ ×

１２ １３ １４ １５ １６ １７

× ○ × × 運営委 ×

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

× ○ × ○ 206月例 ←

２６ ２７ ２８ ２９ ３０ ３１

× ○ × × ○ ×

５
週

１
週

２
週

３
週

４
週

 
事務所延べ出勤予定：１２日 (○；終日、△；午前中)  

【ＤＯＷＡメタルマイン株式会社】 
住 所：101-0021 東京都千代田区外神田４－１４－１秋葉原ＵＤＸビル２２階(本社) 
    ℡03-6847-1205 Fax 03-6847-1210 
代 表 ：  代表取締役社長 山崎信男 
設 立 ：平成１８年１０月 
資本金 ：１，０００，０００千円（ＤＯＷＡホールディングス㈱ 100%） 
授業員数：７００名(連結) 
協会担当者：西 寿士氏（レアメタル事業部 次長） 
主なる事業内容：非鉄金属精錬事業 
資源化事業内容：使用済自動車触媒等からの貴金属回収 
【ＵＲＬ】http://www.dowa.co.jp/ 

鶴岡さん 清水さん 安藤さん 三浦さん 西川さん 

川原さん佐渡さん 松澤さん 

＋小林尚道の

参加で９名 
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７．【雑学】発祥の地(私学揺籃の地Ⅰ．) 
  現在の東京都中央区は京橋区と日本橋区の統合により出来た区です。その昔街外れの 明石町、

築地界隈の鉄砲洲に慶応三年（１８６７）築地居留地が開設され、お雇い外国人の住まいとなるのに

並行して明治に入り各産業(電信・税関)の発祥の地となりましましたが、また東京に現有する各私立

学校発祥・揺籃の地として、各校の記念碑が建立されています。隅田川近辺、中央区内を散歩した折

に記録した写真を入れながら、ご紹介して見ます(中には皆様の母校があるかもしれませんが)。 
①【慶応義塾大学(慶応義塾)】 
  所在地：中央区明石町１１番 
  聖路加交際病院・聖路加看護大学、中央区保健所に囲まれる病院前交差点に三角形のロータリー

があり、ここに『慶応義塾発祥の地』『蘭学の泉はここに』の２つの碑が建っています。 

 ②【立教大学(立教学院)】 
  所在地：中央区明石町１０番 
  聖路加看護大学の構内の前庭内遊歩道の脇に碑があります。 

安政五年 福沢諭吉 この地に学塾を開く。 
創立百年を記念して 昭和三十三年慶応義塾

これを建つ。 

慶応義塾の起源は １８５８年 福沢諭吉が 中

津藩奥平家の中屋敷に開いた蘭学の家塾に由来す

る。その場所は これより北東 聖路加国際病院の

構内に当る。この地はまた１７７１年 中津藩の医

師 前野良沢などが オランダ解剖書を初めて読

んだ由緒あるところで、日本近代文化発祥の地とし

て記念すべき場所である。 

明治４年に芝三田に移転し、明治２３年に大学

として正式に認可され、日本最初の私立大学に

なりました。 

１８７４年 ウイリアムズ主教 立教学校を

開くすべての人に仕える者になりなさい 
（聖マルコによる福音書 新約聖書） 

碑は立教創立１２５周年を記念して平成１２

年に建立されました。 
学校は１９１８年に池袋に移転。１９２２年大

学に昇格しました。
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③【工学院大学（工手学校）】 
 所在地：中央区築地七丁目３番１０ 
    此の地に日商エレクトロニクス㈱のビルがあり、この建物の東隅に碑が建っています。 
   東京帝国大学総長 渡辺洪基を中心として中堅技術者養成のため工手学校が創立されました。

昭和３年現在の地（当時は淀橋区角筈といって校舎の先は淀橋浄水場の貯水池でありました）

に移転しました。昭和２４年大学に昇格し、その後新宿キャンパスは２８階建ての超高層校舎

となっています。 
 

 
 

  

【文責：専務理事】 

工学院大学学園発祥之地 
明治二十一年我国工業の黎明期に当り、此地に工手学校が創設された。爾来工業界の各分野に有能な技

術者を送った数は実に三万を超えその発展に多大の貢献を致した事は周知である。関東大震災の後昭和

三年出身者の熱意と努力により新宿に広壮な校舎が建設され校名も工学院と改められ、時世の進運に即

して始終発展充実を続けて来た。更に昭和二十四年に至り学園に工学院大学が設立され最高の工業教育

機関として工業報国の伝統精神を発揚しつゝある。近く創立七十周年を迎えんとし先輩の遺徳を偲び後

進の発奮を促すため有志相図り学園発祥之地に記念碑を建てる         工学院大学校友会 
彖額 工学博士 桂弁三書 選文 野口尚一

 

学園歌 
一 見よ清浄の淀橋に 校舎は高くそびえたり 
 実力の旗ひるがえし 我等が健児意気高し 
 誠実努力撓みなく 進めいそしめ国のため 

 
二 見よ先輩の蛍雪は 工業日本を築きたり 
 築地の風に鍛えたる 師兄の意気を受継ぎて 
  誠実努力撓みなく 進めいそしめ国のため 


